「災害時の地域における支え合い」推進シンポジウム
～　東日本大震災における岩手県の実例から学ぶ～

開　催　要　項
１　目　的　　東日本大震災から約1年が経過した時期に、岩手県において最前線で活動した方々から震災時の支え合いの実例をお聞きし、静岡県における災害に備えた地域の支え合い体制づくり、とりわけ今回の震災で浮き彫りとなった要援護者の支援体制の課題について、今後の対応策を探ります。
２　主　催　　社会福祉法人静岡県社会福祉協議会
３　後　援　　静岡県/静岡県民生委員児童委員協議会/静岡市民生委員児童委員協議会/浜松市民生委員児童委員協議会/静岡県社会福祉士会/静岡県知的障害者福祉協会 /静岡県社会福祉施設経営者協議会/静岡県保育所連合会/静岡県老人福祉施設協議会/静岡県身体障害者福祉会/静岡県ボランティア協会/静岡県共同募金会/静岡県自治会連合会 /ＮＨＫ静岡放送局 /静岡朝日テレビ /静岡エフエム放送 /静岡第一テレビ/テレビ静岡/朝日新聞社静岡支局/産経新聞社静岡支局/静岡新聞社・静岡放送/中日新聞東海本社 /日本経済新聞社静岡支局/毎日新聞社静岡支局/読売新聞社静岡支局　＜順不同、依頼中＞
４　期　日　　平成２４年３月８日（木）　１３：３０～１６：１５

５　会　場　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」

11階　会議ホール「風」
〒422-8005　静岡県静岡市駿河区池田79-4　（ＪＲ東静岡駅徒歩３分）
６　対　象　　社会福祉協議会・行政・社会福祉施設・ＮＰＯ等役職員、民生委員児童委員
　　　　　　　障害当事者団体、ボランティア活動者、地区社協・自治会・自主防災組織等地域活動に携わっている方、その他関心をお持ちの県民
７　定　員　　３００名（定員になり次第締め切ります。）
８　申込等　　　別紙「参加申込書」に御記入いただき、３月１日（木）までにメール、

ＦＡＸ又は郵送によりお申込みください。
※定員超過等で参加をお受けできない場合のみ、こちらから御連絡いたします。特に、参加券等の発行はしませんので、予め御了承ください
９　内　容
	時　間
	

	１３：３０
	開　会　

挨　拶・オリエンテーション

	１３：４０
～１６：１０
	シンポジウム
　「東日本大震災における岩手県の実例から学ぶ」
シンポジスト
　社　協
　岩手県社会福祉協議会　佐藤 雅子 氏
　行　政
　前宮古市危機管理監　小笠原 昭治 氏
　民生委員
　宮古市民生委員児童委員協議会
鍬ヶ崎地区会長　木村 清勝 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福祉施設
　大槌町　特別養護老人ホーム

「らふたぁヒルズ」

施設長　芳賀 潤　氏

※　芳賀氏が登壇できない場合、

主任生活相談員　松村 とく子 氏
福祉団体
　山田町身体障害者福祉協議会

　　会長　佐藤　多智男　氏
コーディネーター
さくらネット　石井 布紀子 氏
東日本大震災時、岩手県において最前線で活動した方々をお招きし、取組実例・課題点(特に地域での支え合いや、関係者・機関の連携)をお聞きし、今後静岡県において平時から取り組む地域福祉活動を考えます。


	１６：１５
	閉　会


１０　登壇者紹介
	コーディネーター

	特定非営利活動法人さくらネット　代表理事　石井 布紀子　氏

兵庫県生まれ。阪神・淡路大震災の際に被災をし、その後、災害ボランティア活動や災害に強い福祉の地域づくりに取り組む。また、住民自治力を高め、市民社会づくりを応援しようとさまざまな研修やアドバイザー、各種委員を務めている。
　現在、中央共同募金会が設置している“災害ボランティア活動支援プロジェクト会議”の事務局を担う。東日本大震災においては、岩手県災害ボランティア本部を支援した。
　2000年に（有）コラボねっとを設立、社会をよくする事業の創出をめざしてきたが、非営利事業としての展開を強化するために、ＮＰＯ法人さくらネットを設立し、代表理事に就任。他、３つのＮＰＯ法人の理事を務めている。
・関西学院大学非常勤講師
・兵庫県福祉学習推進委員会委員長
・中央共同募金会企画推進委員会専門部会委員


	シンポジスト

	岩手県社会福祉協議会　佐藤 雅子　氏

社会福祉士・介護支援専門員
平成8年～　　岩手県宮古市社会福祉協議会　身体障害者デイサービス指導員
　　　　　　　 岩手県宮古市社会福祉協議会　地域福祉課　主査
平成16年～　 岩手県盛岡市保健福祉部高齢福祉課　相談員
平成18年～ 　岩手県社会福祉協議会　福祉経営支援課　専門員・主事
平成21年～　 岩手県社会福祉協議会　地域福祉企画部　主査（現在）
東日本大震災発生以降は岩手県災害ボランティアセンター本部と市町村社協支援を担当。


	前岩手県宮古市危機管理監　小笠原 昭治　氏　(現：宮古市シルバー人材センター事務局長)
東日本大震災で甚大な被害を受けた宮古市の危機管理監として、災害現場の先頭に立ち対応した。(23年6月20日付で退職)


	岩手県宮古市民生委員児童委員協議会　鍬ヶ崎地区会長　木村 清勝　氏
　平成19年6月～　　宮古市鍬ケ崎地区民生委員児童委員
　平成19年12月～　宮古市鍬ケ崎地区民生委員児童委員協議会　会長

　平成20年2月～　　宮古市社会福祉協議会　評議員

　　東日本大震災発生以降は、①情報収集と安否確認、②消防団、自衛隊へ状況報告と捜索活動への協力、③福祉施設への協力、④被災者への炊出しと支援物資の配布及び高台居住高齢者への生活支援　等に取り組む。


	岩手県　大槌町　特別養護老人ホーム「らふたぁヒルズ」施設長　芳賀 潤　氏
　(役職等)　岩手県沿岸ブロック高齢者福祉施設協議会会長、岩手県高齢者福祉施設協議会副会長、岩手県高齢者福祉協議会災害復興委員会委員、公益社団法人全国老人福祉施設協議会被災地復興委員会委員、大槌町再生創造会議委員、吉里吉里地区地域復興協議会委員
　(地域活動歴)　大槌町消防団第三分団二部部長、吉里吉里二丁目町内会副会長
　　東日本大震災発生後、避難拠点となった福祉施設において施設長として対応。また、地域においては消防団として、最前線で活動にあたった。　


	岩手県　山田町身体障害者福祉協議会　会長　佐藤 多智男　氏
　　平成４年～ 荒川スポーツ少年団野球部監督
平成１５年～ 岩手県身体障害者福祉協会評議員

平成１６年～ 山田町身体障害者福祉協議会会長

震災発生後、町内のすべての避難所指定箇所を訪問し、山田町身体障害者福祉協議会会員の安否確認と支援物資搬送を行った。その後、仮設住宅入居者の情報開示がされない状況があったが、各地区の仮設住宅へ粘り強く足を運び、聞き取り等により会員の居場所や要望事項を調査し、支援物資を地元理事らとともに効率的に搬送した。現在も仮設住宅を中心に見守り活動を継続している。


11　問い合わせ　　社会福祉法人静岡県社会福祉協議会地域福祉部　(担当：曽根)　
〒420-8670　静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総合社会福祉会館3階

TEL：054-254-5224　FAX：054-251-7508 　Mail:volucen@shizuoka-wel.jp
12　その他　(１)本シンポジウムは県社会福祉士会主催「『災害時における自閉症を抱える方への支援セミナー』(仮称)」と同日開催するものです。申込は別途必要となります。静岡県社会福祉士会ホームページにて開催要項等を御確認ください。）

(２)公共交通機関若しくは周辺有料駐車場を御利用ください。

　　　　　　(３)本セミナーにかかる個人情報は、本会「個人情報の保護に関する方針（プライバシーポリシー）」に基づき適切に取り扱います。

(４)会場は空調が完備されておりますが、温度調節の出来る服装でお越しください。

(５)手話通訳・パソコン要約筆記を行う予定です。その他、介助が必要な方がいらっしゃいましたら、予めお申し出いただきますようお願いします。
13　会 場 案 内
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· 駐車場（有料）はございますが、催事によって満車となる場合もありますので、なるべく公共の交通機関を御利用ください。
静岡県社会福祉協議会地域福祉部　曽根宛
· 　ＦＡＸ番号　０５４－２５１－７５０８（送信票不要）
· 　定員に達し次第、締切ります。

「災害時の地域における支え合い」推進シンポジウム(3/8)
参加申込書　 

	所属先　
	

	種　別

□にチェック
	□社会福祉協議会　　　□行政　　　　　　　□民生委員児童委員

□高齢者施設　　　　　□障害者施設　　　　□児童施設
□教育関係者　　　　　□福祉団体　　　　　□ＮＰＯ

□ボランティア活動者　□地域活動者　　　　
□その他(　　　　　　　　　　　　　　)

	申込者
	氏名
	フリガナ

	
	１
	
	

	
	２
	
	

	
	３
	
	

	
	４
	
	

	
	５
	
	

	連絡先
	申込担当者氏名　

	
	住所

	
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ

	
	e-mail　

	備考１
	介助等、参加にあたって配慮が必要なこと

	備考２
	登壇者に聞いてみたいこと


※定員の都合上、参加をお受けできない場合のみ、こちらから御連絡させていただきます。
 特に、参加券等の送付は行いませんので、予め御了承ください。
グランシップ


11階ホール・風





この出欠票に記載していただいた内容は、本シンポジウム以外に使用しません。








